
叡
山
浄
土
教
に
お
け
る
生
死
観
に
つ
い
て

柳

澤

正

志

早

稲

田

大

学

一

問

題

の

所

在

叡
山
浄
土
教
の
生
死
観
を
一
言
に
て
述
べ
れ
ば
、
源
信
が

往
生
要
集

で
示
し
た

厭
離
穢
土
、
欣
求
浄
土

に
収
斂
さ
れ
よ
う
。

浄
土
教
に
お
け
る
こ
う
し
た
一
対
の
構
造
は
、
中
国
天
台
浄
土
教
に
お
い
て
も
重
視
さ
れ
て
い
た
。
例
え
ば

浄
土
十
疑
論

第
十
疑
の

中
で
は
、

欲

決
定
生

西
方

者
、
具
有

二
種
行

定
得

生

彼
。
一
者
厭
離
行
、
二
者
欣

１
願
行

と
、
厭
離
と
欣
求
の
二
行
を
も
っ

て
、
往
生
決
定
の
行
と
し
て
い
る
。

従
来
、
源
信
以
降
の
叡
山
浄
土
教
に
は
二
つ
の
流
れ
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
一
つ
は

往
生
要
集

に
代
表
さ
れ
る
観
想
・
有
相
の

念
仏
で
あ
り
、
こ
れ
は
極
楽
の
依
正
を
観
想
す
る
こ
と
を
往
生
の
正
行
と
す
る
事
観
念
仏
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は

観
心
略
要
集

な
ど

に
説
か
れ
た
観
心
念
仏
で
あ
る
。
こ
れ
は
真
如
実
相
の
理
を
観
じ
、
己
心
に
仏
・
浄
土
の
理
を
観
る
念
仏
で
あ
る
。
こ
の
観
心
念
仏
は
天

台
本
覚
法
門
の
興
隆
と
密
接
に
連
関
し
な
が
ら
展
開
し
て
ゆ
く
。

両
者
の
違
い
は
、
阿
弥
陀
仏
の
在
所
に
対
す
る
認
識
の
違
い
に
表
れ
る
。
事
観
念
仏
は
自
身
の
外
側
に
阿
弥
陀
仏
や
極
楽
浄
土
の
相
を

観
る
。
一
方
、
観
心
念
仏
は
自
分
の
心
の
内
側
に
阿
弥
陀
仏
・
極
楽
浄
土
の
理
を
観
る
こ
と
を
主
眼
と
す
る
。
し
か
し
、
観
心
念
仏
の
行
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者
が
己
心
に
浄
土
を
観
て
も
、
そ
の
身
は
凡
夫
身
の
ま
ま
で
あ
り
、
現
生
の
苦
か
ら
逃
れ
ら
れ
ず
、
死
は
必
ず
迎
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
事
象
と
し
て
の
臨
終
に
着
目
し
、
臨
終
に
お
け
る
衆
生
の
心
の
あ
り
方
に
つ
い
て

察
を
行
う
。
ま
た
、
死
の
苦
を

超
克
し
往
生
を
遂
げ
る
た
め
に
、
尋
常
の
念
仏
が
重
視
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
は
娑
婆
世
界
と
極
楽
浄
土
と
を
密
接
に
結
び
つ
け
て
、

欣
求
の
想
い
を
養
う
試
み
が
な
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
叡
山
浄
土
教
に
お
い
て
、
求
め
る
べ
き
極
楽
浄
土
を
ど
の
よ
う
に
描
き
出
し
て
い

た
の
か
と
い
う
こ
と
を
通
し
て
、
欣
求
浄
土
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て

察
し
て
み
た
い
。

二

臨
終
に
お
け
る
心
の
問
題

臨
終
に
お
け
る
心
の
あ
り
方
が
問
題
と
な
る
の
は
、
極
楽
往
生
を
遂
げ
る
た
め
に
最
後
の
正
念
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
と

え
ら
れ
た

か
ら
で
あ
る
。

往
生
要
集

で
は
、
無
常
・
苦
・
空
等
の
観
が
小
乗
の
自
調
自
度
の
法
と
は
異
な
り
、
菩
薩
の
法
で
あ
る
こ
と
を
説
い

た
後
、
こ
れ
ら
の
観
念
の
利
益
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
問
答
を
し
て
い
る
。

問
。
如

是
観
念
有

何
利
益

答
。
若
常
如

是
調

伏
心

者
、
五
欲
心
微
薄
、
乃
至
臨
終
正
念
不

乱
、
不

堕

悪
処

如

大
荘
厳
論
勧
進
繫
念

云

盛

年
無

患
時
、
怠
不

精
進

、
貪

営
衆
事
務

不

修

施
・
戒
・
禅

臨

為

死
所

呑
、
方
悔
求

修
善

智
者
応

観
察
断

除
五
欲
想

精
勤
習
心
者
、
終
時
無

悔
恨

心
意
既
専
至
、
無

有

錯
乱
念

智
者
勤

捉
心

臨
終
意
不

散
。
不

習
心
専
至

臨
終
必

２
散
乱
。

こ
こ
で
源
信
が
引
用
す
る

大
荘
厳
論

は
、
道
綽
撰

安

３
楽
集

の
孫
引
き
で
あ
り
、
引
文
中
、

智
者
応
観
察

以
降
が
道
綽
の

解
釈
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、

大
荘
厳
論

で
は
、
健
康
な
時
に
布
施
・
持
戒
・
禅
定
と
い
っ
た
修
行
を
せ
ず
に
、
臨
終
に
お
い
て

は
じ
め
て
後
悔
を
生
じ
て
、
善
業
を
修
し
よ
う
と
す
る
と
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
道
綽
は
、
智
者
は
五
欲
の
想
を
観
察
し
て
断
除
し
、
精
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勤
習
心
し
て
心
を
専
至
の
状
態
に
す
る
と
説
く
。
こ
こ
で
い
う
精
勤
習
心
と
は
単
に
臨
終
時
に
求
め
ら
れ
る
だ
け
で
は
な
く
、
尋
常
の
修

行
を
も
含
む
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
り
、
源
信
も
そ
れ
を
踏
襲
す
る
。
す
な
わ
ち
、
無
常
・
苦
・
空
等
の
観
に
よ
り
心
を
調
え
る
と
、
五
欲

が
微
薄
に
な
り
、
心
が

専
至

の
状
態
に
な
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
臨
終
に
意
識
が
散
乱
せ
ず
、
正
念
を
得
ら
れ
る
と
し
て
い
る
。

道
綽
同
様
、
源
信
も
心
を
調
え
る
こ
と
を
重
視
す
る
。
で
は
そ
の
心
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
る
と

え
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

往
生

要
集

で
は
心
と
生
死
の
関
係
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
説
く
。

一
先
応

発

大
乗
実
智

知

生
死
由
来

如

大
円
覚
経

云

一
切
諸
衆
生
、
無
始
幻
無
明
、
皆
従

諸
如
来
円
覚
心

建
立
。
当

知
、
生
死
即
涅
槃
、
煩
悩
即
菩
提
、
円
融
無
礙
、
無
二
無
別
。
而
由

一
念
妄
心

入

生
死
界

来
、
無
明
病
所

盲
、
久
忘

本
覚

道

但
諸
法
従

本
来
常
自
寂
滅
相
。
如

幻
無

定
性

随

心
而

４
転
変
。

源
信
は

円

５
覚
経

を
援
用
し
、
衆
生
の
無
始
以
来
の
無
明
は
、
諸
々
の
如
来
の
円
覚
心
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
る
の
で
、
生
死
即
涅
槃
、

煩
悩
即
菩
提
で
あ
る
と
論
ず
る
。
ま
た
、
衆
生
の
現
在
の
心
は
妄
心
で
あ
る
た
め
、
本
覚
の
道
、
諸
法
の

常
自
寂
滅
相

を
忘
れ
て
い

る
状
態
に
あ
る
。
そ
し
て
、
衆
生
は
こ
の
妄
心
に
随
っ
て
転
変
す
る
と
し
て
い
る
。
輪
廻
の
因
由
を
衆
生
の
一
念
の
妄
心
に
求
め
て
い
る
。

観
心
念
仏
に
お
い
て
も
心
を
輪
廻
の
因
と
捉
え
る
。

観
心
略
要
集

で
は
、
心
に
つ
い
て
、

依

煩
悩
所

使
造

十
悪
・
五
逆

六

情
根
所

犯

罪
、
遍

満
二
十
五
有

三
途
・
八
難
、
無

不

経

中
。
輪
廻
無
量
業
、
皆
従

自
心

生
。
故
心
生
死
根
本
、
衆
苦
之

６
源
也

と
、
輪
廻
の
根
本
に
心
を
置
き
、
苦
の
源
と
断
じ
て
い
る
。
ま
た
、

翻

一
念
妄
心

而
思

法
性
理

己
心
見

仏
身

己
心
見

７
浄
土

と
心
と
法
性
の
理
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
前
の
引
用
で
は
心
を
生
死
の
根
本
と
し
、
ま
た
、
次
の
引
用
で
は
妄
心
を
翻
し
て

法
性
の
理
を
思
え
ば
、
己
心
の
仏
身
・
己
心
の
浄
土
を
見
る
と
あ
る
。
こ
れ
ら
を
鑑
み
る
に
、
衆
生
の
自
心
の
現
状
は
妄
心
で
あ
る
か
ら

生
死
輪
廻
す
る
の
で
あ
り
、
妄
心
を
本
来
の
翻
す
こ
と
で
生
死
輪
廻
を
脱
却
で
き
る
と

え
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
見
る
と
、
事
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観
念
仏
、
理
観
念
仏
の
両
門
に
お
い
て
、
心
が
本
来
清
浄
で
あ
る
こ
と
は
認
識
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
衆
生
の
現
在
の
心
は
無

明
に
覆
わ
れ
た
妄
心
で
も
あ
る
。
観
心
門
で
は
そ
こ
か
ら
さ
ら
に
踏
み
込
ん
で
、
こ
の
妄
心
を
転
じ
、
翻
す
こ
と
が
生
死
輪
廻
を
抜
け
出

す
た
め
に
必
要
と

え
た
の
で
あ
る
。

で
は
、
臨
終
正
念
が
重
視
さ
れ
る
理
由
は
ど
こ
に
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、

往
生
要
集

臨
終
行
儀
に
最
後
心
に

関
す
る
記
述
が
あ
る
。

十
、
正
臨
終
時
。
応

云
、
仏
子
知
不
。
但
今
即
是
最
後
心
也
。
臨
終
一
念
勝

百
年
業

若
過

此
刹
那

生
処
応

定
。
今
正
是
其

時
。
当

一
心
念
仏
決
定
往

生
西
方
極
楽
微
妙
浄
土
八
功
徳
池
中
七
宝
蓮

８
台
上

源
信
は
、
臨
終
の
一
念
は
百
年
の
業
に
勝
る
と
し
て
、
最
後
心
、
す
な
わ
ち
臨
終
の
心
を
重
視
し
、
臨
終
の
一
念
の
刹
那
に
次
の
生
が

定
ま
る
と
す
る
。
こ
の
臨
終
の
一
念
が
百
年
の
業
に
勝
る
と
す
る
理
解
は

大
智
度
論

に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

大
智
度
論

で
は
、

現
世
の
善
・
悪
の
業
よ
り
も
宿
世
の
善
・
悪
の
業
の
已
熟
が
次
生
を
決
定
し
、
ま
た
、
宿
世
の
善
業
が
熟
せ
ば
臨
終
に
善
心
が
生
じ
、
悪

業
が
熟
せ
ば
不
善
心
が
生
ず
る
と

９
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
宿
世
の
業
の
已
熟
が
次
生
と
臨
終
の
心
を
決
定
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

大

智
度
論

で
は
こ
れ
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
問
答
し
て
い
る
。

問
曰
、
熟
・
不
熟
義
可

爾
。
臨

死
時
少
許
時
心
、
云
何
能
勝

終
身
行
力

答
曰
、
是
心
雖

時
頃
少

而
心
力
猛
利
。
如

火
如

毒
、
雖

少
能
成

大
事

是
垂

死
時
心
、
決
定
猛
健
故
、
勝

百
歳
行
力

是

後
心
名
為

10
大
心

こ
こ
で
は
、
衆
生
の
業
の
已
熟
・
未
熟
に
つ
い
て
は
理
解
で
き
る
と
す
る
一
方
、
臨
終
時
の
僅
か
な
時
間
の
心
が
一
生
に
積
ん
だ
修
行

の
力
よ
り
勝
る
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
疑
問
が
提
起
さ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
臨
終
の
心
の
力
は
猛
利
で
あ
り
、
百
年
の
行
に
勝
る
と
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い
い
、
こ
れ
を
大
心
と
答
え
る
。
当
時
の
人
間
の
寿
命
を

慮
す
る
に
、
百
年
の
行
に
勝
る
と
は
、
一
生
の
積
業
の
力
に
勝
る
と
解
釈
で

き
よ
う
。
単
純
に
宿
業
の
已
熟
に
よ
っ
て
次
生
が
決
定
す
る
と
な
る
と
、
運
命
論
的
色
彩
が
強
調
さ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
に
臨
終
の
心

の
働
き
と
い
う
現
業
を
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
修
道
の
側
面
を
入
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の

大
智
度
論

の
説
に
つ
い
て

は
観
心
門
の
著
作
で
あ
る

菩
提
要
集

で
も
言
及
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
宿
業
の
已
熟
・
未
熟
に
つ
い
て
の
議
論
は
な
く
、

況
生

善
作
、
終
弥
善
念

人
、
疑

浄
土
詣

生

悪
作
終
弥
悪
念
人

疑
悪
道
堕

11
と
、
臨
終
の
正
念
に
よ
っ
て
悪
を
為
し
た
者
も
往

生
を
遂
げ
る
と
い
う
従
前
の

大
智
度
論

の
説
を
承
け
、
日
頃
よ
り
善
業
を
積
ん
だ
者
の
往
生
は
間
違
い
な
い
と
し
て
、
尋
常
の
念
仏
、

読
経
の
重
要
性
を
説
い
て
い
る
。
こ
う
し
た
、
尋
常
の
修
行
を
大
切
に
す
る
姿
勢
は
源
信
に
も
見
ら
れ
る
。
例
え
ば

往
生
要
集

で
は

尋
常
別
行
、
尋
常

12
念
相
と
し
て
常
行
三
昧
な
ど
の
様
々
な
行
を
詳
細
に
説
い
て
い
る
。
源
信
も

菩
提
要
集

も
、
宿
業
の
問
題
よ
り
も
、

臨
終
の
心
力
に
次
生
を
決
定
す
る
力
が
あ
る
こ
と
に
着
目
す
る
。
そ
し
て
、
臨
終
正
念
を
大
前
提
に
、
日
常
の
修
道
に
よ
り
往
生
を
確
実

な
も
の
に
し
よ
う
と
す
る
態
度
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

三

最
後
心
と
三
愛

臨
終
の
心
の
あ
り
方
、
つ
ま
り
、
臨
終
正
念
で
極
楽
往
生
が
決
定
す
る
と
な
る
と
、
何
が
そ
の
妨
げ
に
な
る
の
か
と
い
う
こ
と
が
問
題

と
し
て
残
る
。
先
の

菩
提
要
集

で
い
う
悪
念
な
ど
は
そ
れ
に
相
当
し
よ
う
。
千
観
は

十
願
発
心
記

で
臨
終
正
念
を
妨
げ
る
も
の

と
し
て
三
愛
を
挙
げ
る
。

臨
終
之
時
、
身
心
安
楽
者
。
人
生
未

断

愛
欲

命
終
之
時
、
心
起

三
愛

一
者
境
界
愛
。
謂
必
死
之
兆
現
前
之
時
、
於

其
所

愛
妻
子
眷
属
屋
宅
等

生

深
重
愛

也
。
二
者
自
体
愛
。
謂
身
心
弥

、
命
将

終
時
、
捨

先
所

愛
妻
子
眷
属

但
愛

自
体

惜
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己
身
命

也
。
三
者
当
生
愛
。
謂
正
命
終
時
、
見

中
有
身
迎
来

即
愛

其
当
有
生

也
。
此
三
種
愛
流

動
其
心

故
、
心
生

愁
悩

命
将

尽
時
、
風
力
解

脈
、
千
苦
相
迫
故
身
生

極
苦

身
心
遇

苦
不

能

念
仏

故
発

此
願

要

其

13
安
適

千
観
は
命
終
の
時
、
三
愛
が
起
こ
り
心
を
動
揺
さ
せ
、
身
心
を
苦
に
遇
わ
せ
て
念
仏
す
る
時
間
を
奪
う
と
す
る
。
三
愛
と
は
、
第
一
は

境
界
愛
。
こ
れ
は
妻
子
や
財
産
等
に
対
す
る
愛
着
の
こ
と
。
第
二
は
自
体
愛
。
現
在
の
自
己
に
対
す
る
愛
着
の
こ
と
。
境
界
愛
の
後
に
来

る
。
第
三
は
当
生
愛
。
自
体
愛
の
後
に
、
中
有
の
身
を
見
て
、
そ
の
身
に
執
着
す
る
こ
と
を
い
う
。
こ
の
中
、
境
界
愛
と
自
体
愛
は
現
世

に
対
す
る
愛
で
あ
る
の
で
執
着
を
生
ず
る
と
い
う
の
は
理
解
で
き
よ
う
。
で
は
当
生
愛
と
は
い
か
な
る
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
を
理

解
す
る
上
で
、
静
照
撰

極
楽
遊
意

の
中
有
に
関
す
る
記
述
は
参

と
な
る
。

中
有
之
身
、
唯
趣

所

欲
。
若
於

娑
婆

留

於
一
念

最
可

悲
哉
。
最
可
悲
哉

マ
マ

。
誤
彼
如
来
因

本
願

而
来
迎
引
接
、
汝
之
中
有

思

娑
婆

而
背

14
大
悲

中
有
の
身
に
あ
る
と
き
、
衆
生
は
そ
の
欲
す
る
と
こ
ろ
に
生
ず
る
と
す
る
。
も
し
娑
婆
世
界
に
未
練
が
残
っ
て
い
れ
ば
、
せ
っ
か
く
阿

弥
陀
如
来
の
本
願
に
よ
り
来
迎
に
あ
ず
か
っ
て
も
、
娑
婆
に
と
ど
ま
っ
て
し
ま
う
と
い
う
。
す
な
わ
ち
、
中
有
で
の
思
念
は
弥
陀
の
来
迎

よ
り
も
強
い
力
を
持
つ
と

え
ら
れ
た
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
現
世
へ
の
愛
着
を
含
む
三
愛
は
臨
終
に
お
け
る
最
大
の
障
害
と
な
る
と

え

ら
れ
る
の
で
あ
る
。

往
生
要
集

で
も
三
愛
に
つ
い
て
、

願
弥
陀
仏
放

清
浄
光

遙
照

我
心

実
覚

悟
我
心

転

境
界
・
自
体
・

当
生
三
種
愛

令

得

念
仏
三
昧
成
就
、
往

生

15
極
楽

と
あ
り
、
阿
弥
陀
仏
の
光
明
に
よ
っ
て
、
衆
生
の
心
に
起
き
た
三
愛
を
転
じ
て

念
仏
三
昧
を
成
就
さ
せ
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
源
信
の

二
十
五
三
昧
式

往
生
院
移

置
病
者

に
は
、

尚
可

疎

必

死
之
人

仍
今
結
衆
合

力
建

立
一
宇
草

安

置
弥
陀
如
来

将

為

一
結
終
焉
之
処

可

成

三
愛
不
起

16
之
謀

と
、
臨
終
を
迎

え
よ
う
と
す
る
病
人
を
草
庵
に
移
す
目
的
を
三
愛
不
起
の
謀
を
な
す
た
め
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
初
期
叡
山
浄
土
教
に
お

一
四
二

叡
山
浄
土
教
に
お
け
る
生
死
観
に
つ
い
て
（
桝
澤
正
志



い
て
は
境
界
・
自
体
・
当
生
の
三
愛
が
臨
終
の
障
害
と
な
る
と

え
ら
れ
て
い
た
。
故
に
、
臨
終
に
際
し
て
心
を
平
静
に
保
ち
、
三
愛
を

起
こ
さ
せ
な
い
こ
と
を
目
指
し
た
。
ま
た
、
た
と
え
三
愛
が
起
き
た
と
し
て
も
、
仏
の
加
護
に
よ
っ
て
そ
れ
を
転
じ
て
念
仏
三
昧
を
成
就

す
る
こ
と
で
往
生
を
遂
げ
よ
う
と
も
願
っ
て
い
た
。

と
こ
ろ
で
こ
の
三
愛
の
思
想
は
、
中
国
天
台
に
も
中
国
浄
土
教
祖
師
に
も
見
ら
れ
な
い
。
叡
山
浄
土
教
で
独
自
に
用
い
ら
れ
た
愛
着
の

分
類
で
あ
る
と

え
て
よ
い
。
で
は
、
こ
の
三
愛
の
思
想
的
源
流
は
ど
こ
に
求
め
ら
れ
よ
う
か
。
良
忠
撰

往
生
要
集
義
記

巻
六
の
三

愛
に
つ
い
て
の
註
釈
で
は
、

釈
氏
要
覧

の
命
終
心
に
関
す
る
論

を
挙
げ
て

17
い
る
。
そ
の

釈
氏
要
覧

に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

命
終
心

唯
識
鈔
云
、
命
終
心
起

四
種
愛

即
一
切
有
情
善
悪
、
受

身
之
根
本
也
。
一
者
、
於

其
自
身

起

現
有
愛

二
者
、

於

現
眷
属

起

貪
喜
倶
行
愛

三
者
、
於

現
田
宅
資
生
業

起

彼
彼
喜
楽
愛

四
者
、
於

当
来
生

起

後
有
愛

且
四
愛
中
、

前
三
是
助

潤
生

後
一
是
正
潤
生
。
謂
於

当
来
生
地

起
故
、
亦
名

受
生
心

此
心
位
、
若
得

人
善
巧
策
発

聞

仏
名

声

令

専

聖
境

以

不
顚
倒

故
、
必
随

願
往

生

18
善
趣

命
終
心
で
は
四
種
の
愛
が
起
こ
る
と
さ
れ
る
。
一
は
現
有
愛
で
自
身
へ
の
愛
着
。
二
は
貪
喜
倶
行
愛
で
眷
属
へ
の
愛
着
。
三
は
彼
彼
喜

楽
愛
で
こ
れ
は
財
産
へ
の
愛
着
。
四
は
後
有
愛
で
当
来
生
に
て
起
こ
る
愛
と
あ
り
、
こ
れ
を

唯
識
鈔

か
ら
の
引
用
と
す
る
。

唯
識

鈔

の
典
拠
に
つ
い
て
は
判
然
と
し
な
い
。
唯
識
関
係
の
典
籍
の
中
に
は
基
撰

成
唯
識
論

19
別
抄

の
断
簡
は
残
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、

散
佚
箇
所
か
ら
の
引
用
の
可
能
性
も
あ
る
。
基
に
つ
い
て
は

法
華
玄
賛

に
、

貪
愛
有

四
。
一
現
有
愛
。
二
後
有
愛
。
三
貪
喜
倶
行

愛
。
四
彼
彼
喜

20
楽
愛

と
あ
り
、
貪
愛
の
分
類
に
四
愛
説
を
用
い
て
い
た
と
理
解
で
き
よ
う
。
こ
の
四
種
愛
は
、
玄

訳

分
別
縁
起
初

勝
法

21
門
経

や
、

伽
師

22
地
論

に
見
ら
れ
、
唯
識
思
想
の
系
統
で
論
じ
ら
れ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
四
愛
と
三
愛
に
つ
い
て
簡
単
に
相
対
さ
せ
て
み
る
。
四
愛
の
内
、
現
有
愛
は
三
愛
の
自
体
愛
に
相
当
す
る
。
貪
喜
倶
行
愛
と
彼

一
四
三

叡
山
浄
土
教
に
お
け
る
生
死
観
に
つ
い
て
（
桝
澤
正
志



彼
喜
楽
愛
は
眷
属
・
財
産
な
ど
へ
の
愛
着
で
あ
る
か
ら
、
境
界
愛
に
ま
と
め
ら

23
れ
る
。
後
有
愛
は
当
生
愛
に
相
当
す
る
。
ま
た
、
恵
沼
の

成
唯
識
論
了
義
灯

で
は
臨
終
の
心
に
お
け
る
起
愛
の
問
題
を
論
ず
る
中
、
自
体
愛
・
境
界
愛
と
い
う
語
を
用
い
て
臨
終
起
愛
の
問
題

を
論
じ
て

24
い
る
。
こ
う
し
た
記
述
を
検
討
す
る
と
、
千
観
の
三
愛
説
に
は
唯
識
系
統
の
著
作
か
ら
の
影
響
が
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
し

か
し
な
が
ら
、
猶
検
討
の
余
地
の
残
る
と
こ
ろ
で
は
あ
る
。

で
は
、
臨
終
に
起
こ
る
三
愛
は
い
か
に
し
て
押
さ
え
る
こ
と
が
で
き
る
と

え
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

十
願
発
心
記

で
は
三
愛

を
起
こ
さ
な
い
方
法
を
次
の
よ
う
に
説
く
。

尋
常
深
着

五
欲

愛

惜
身
命

之
人
、
臨

命
終

時
、
必
起

三
愛

若
常
観

諸
法
無
常

常

自
身
過
患

深
生

離

不

恋
着

者
、
此
人
臨
終
不

必
起

此

25
三
愛

千
観
は
身
命
を
愛
惜
す
る
者
は
三
愛
を
起
こ
し
、
常
に
諸
法
無
常
を
観
じ
、
厭
離
の
思
い
を
生
じ
て
恋
着
し
な
い
も
の
は
三
愛
を
起
こ

さ
な
い
と
す
る
。

観
心
略
要
集

に
は
、

尋
常
之
時
、
不

修

習
空
観

者
、
瞑
目
之

、
三
種
愛
難

治

。
遣

穢
土
執

受

浄
国

生

偏
可

依

空
観
之
力

也
。
是
観
無
生
懺
悔
。
是
法
華
三
昧
行

26
法
也

と
あ
る
。
尋
常
よ
り
空
観
を
修
習
し
な
か
っ
た
者
は
、
命
尽

き
る
時
三
愛
を
治
め
る
こ
と
が
困
難
に
な
る
と
い
い
、
三
愛
を
断
ず
る
た
め
に
は
尋
常
よ
り
空
観
と
し
て
の
法
華
三
昧
の
行
法
を
要
す
る

と
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
千
観
も

観
心
略
要
集

も
空
観
・
無
常
観
の
修
習
を
三
愛
克
服
の
た
め
に
は
必
要
不
可
欠
で
あ
る
と

え
て

い
た
の
で
あ
る
。

四

尋
常
の
観
法
と
し
て
の
事
観

極
楽
浄
土
と
娑
婆
世
界
の
様
相

臨
終
正
念
を
妨
げ
る
三
愛
を
起
こ
さ
な
い
た
め
に
は
尋
常
の
修
習
を
要
す
る
。
そ
れ
と
共
に
、
臨
終
に
際
し
環
境
を
整
え
る
こ
と
も
説

一
四
四

叡
山
浄
土
教
に
お
け
る
生
死
観
に
つ
い
て
（
桝
澤
正
志



か
れ
て
い
る
。
例
え
ば

臨
終
行
儀

で
は
病
人
を
別
所
に
移
し
、
金
色
の
阿
弥
陀
仏
像
を
安
置
し
、
手
に
は
五
色
の
旗
を
か
け
て
そ
れ

を
病
人
に
握
ら
せ
、
来
迎
の
相
を
思
わ
せ
る
こ
と
を

27
説
く
。
特
に
、

所
モ
シ
常
ノ
所
ナ
ラ
ハ
心
モ
亦
常
ノ
心
ナ
ル
ヘ
シ
。
ス
ミ
カ
ヲ
ヒ

コ
ロ
ニ
カ
ヘ
テ
、
心
ヲ
ウ
ツ
シ
ア
ラ
タ
ム
ヘ
シ
。
目
ニ
タ
チ
心
ニ
ト
ト
マ
リ
ヌ
ラ
ン
モ
ノ
ヲ
ハ
、
ユ
メ
ユ
メ
病
者
ノ
ア
タ
リ
ニ
ハ
ヲ
ク
ヘ

カ
ラ
ス

と
、
場
所
を
移
す
の
は
臨
終
を
迎
え
る
に
当
た
っ
て
心
を
あ
ら
た
め
る
た
め
と
説
く
。
こ
れ
は
日
常
よ
り
心
に
か
け
て
い
た
も

の
、
執
着
の
対
象
か
ら
の
別
離
で
あ
り
、
三
愛
の
発
起
を
押
さ
え
る
意
味
も
あ
る
こ
と
は
、
先
の

二
十
五
三
昧
式

に
見
た
通
り
で
あ

る
。と

こ
ろ
で
源
信
は
、
衆
生
は
尋
常
よ
り
念
仏
行
を
志
す
こ
と
さ
え
困
難
で
あ
っ
た
、
と

え
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

往
生
要
集

で

説
く
五
念
門
の
内
、
作
願
門
で
は
、
衆
生
の
心
の
弱
さ
と
そ
れ
を
克
服
し
念
仏
の
心
を
起
こ
す
た
め
の
方
法
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
説

い
て
い
る
。

問
。
凡
夫
行
人
逐

物
意
移
。
何
常
得

起

念
仏
之
心

答
。
彼
若
不

能

直
爾
念
仏

応

寄

事
事

勧

発
其
心

謂
遊
戯
談
笑
時
、
願
於

極
楽
界
宝
池
宝
林
中

与

天
人
聖
衆

如

是
得

娯
楽

若
憂
苦
時
、
願
共

諸
衆
生

離

苦
生

極
楽

若
対

尊
徳

当

願
生

極
楽

如

是
奉

世
尊

…
…
若

食
時
、

当

願
受

極
楽
自
然
微
妙
食

衣
服
臥
具
、
行
住
坐
臥
、
違
縁
順
縁
、
一
切

28
準
知
。

凡
夫
の
心
と
は
周
囲
の
事
象
に
よ
っ
て
移
ろ
う
も
の
で
あ
る
か
ら
、
常
に
念
仏
の
心
を
起
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
故
に
様
々
な
事
象
に

寄
せ
て
念
仏
の
心
を
勧
発
す
べ
き
で
あ
る
と
説
く
。
そ
れ
は
談
笑
し
て
い
る
時
で
あ
り
、
尊
徳
の
人
に
会
う
時
で
あ
り
、
ま
た
、
飲
食
・

衣
服
・
臥
具
、
行
住
坐
臥
な
ど
、
日
常
に
関
わ
る
全
て
の
娑
婆
世
界
の
現
象
を
機
縁
と
し
て
、
極
楽
浄
土
の
姿
に
思
い
を
い
た
す
こ
と
を

説
い
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
心
が
移
ろ
う
対
象
を
そ
の
ま
ま
念
仏
の
対
象
と
す
る
の
で
あ
る
。

一
四
五

叡
山
浄
土
教
に
お
け
る
生
死
観
に
つ
い
て
（
桝
澤
正
志



娑
婆
の
事
象
か
ら
極
楽
の
様
相
に
思
い
を
馳
せ
る
と
い
う
思

方
法
は
、
自
然
を
そ
の
ま
ま
浄
土
の
情
景
と
し
て
観
じ
る
思
想
に
通
じ

て
い
く
と
思
わ
れ
る
。
源
信
と
同
時
代
の
天
台
の
学
僧
で
あ
る
静
照
の

極
楽
遊
意

は

観
無
量
寿
経

（
以
下

観
経

）
の
註
釈
書

で
あ
り
、
経
典
で
説
か
れ
る
極
楽
浄
土
の
姿
を
娑
婆
世
界
の
姿
に
擬
え
て
論
じ
て
い
る
。
例
え
ば
、
宝
樹
観
を
次
の
よ
う
に
説
く
。

七
重
行
樹
高
八
千
由
旬
。
七
宝
花
菓

不

具
足

七
宝
樹
林
、
人
間
未

見
。
応

寄

浅
近

明

其
相
状

観
想
方
便
法
、
応
爾
。

故
聖
教
之
中
非

如
来
面
如

秋
月

之
説

今
経
又
有

見

氷
作

瑠
璃
地
之
観

故
今
明

其
相
状

猶
如

桜
杏
桃
李
開
敷
散

乱

又
如

翠
柳
間

紅
桜

又
如

紫
藤
繞

緑
松

瑠
璃
色
中
出

金
色
光

如

晩
景

素
梅

頗
梨
法
花
玄
義
云

珠
一
往
似
真

色
中
出

玉
色

光

如

朝
霞
籠

雑
花

馬
瑙
色
中
出

車
渠
光

如

花
帯

朝
陽

車
渠
俗
典
云
玄
黄
多
繊

理
光
如
電
有
縟
文

色
中
出

緑
真
珠
光

如

款
冬
聳

草

煙

珊
瑚
俗
典
云
初
白
一
年

而
黄
三
年
而
赤

虎
魄
・
一
切
衆
宝
、
以
為

猶
如

朝
露
垂

29
花
枝

静
照
は

観
経

で
説
く
宝
樹
の
姿
を
衆
生
は
ま
だ
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
浅
近
な
事
象
に
寄
せ
て
観
想
の
方
便
の

法
を
説
く
と
い
う
。
こ
こ
で
は
宝
地
観
も
合
わ
せ
て
説
か
れ
て
い
て
、
氷
を
見
て
瑠
璃
地
の
観
を
な
す
と
す
る
。
そ
し
て
、
宝
樹
の
様
相

は
桜
杏
桃
李
の
花
弁
が
咲
き
乱
れ
る
姿
と
も
、
翠
柳
の
中
に
紅
桜
が
交
ざ
る
よ
う
で
あ
る
と
も
、
紫
の
藤
が
松
を
繞
う
よ
う
だ
と
も
説
く
。

い
ず
れ
も
様
々
な
色
が
交
ざ
り
合
っ
た
華
や
か
な
姿
を
自
然
の
光
景
の
中
に
見
い
だ
し
、
宝
樹
の
様
相
と
し
て
説
示
す
る
。
ま
た
、

観

経

で
は
宝
樹
の
花
葉
の
色
を

琉
璃
色
中
出

金
色
光

頗
梨
色
中
出

紅
色
光

馬

色
中
出

車
渠
光

車
渠
色
中
出

緑
真

30
珠
光

と
説
く
の
に
対
し
て
、
瑠
璃
色
と
は
白
梅
が
夕
日
に
映
え
る
よ
う
な
色
、
車
渠
色
と
は
冬
の
靄
の
向
こ
う
に
見
え
る
草
の
緑
色
で
あ
る
と

す
る
な
ど
、
四
季
折
々
に
見
ら
れ
る
色
彩
に
擬
え
る
。
ま
た
、
宝
池
観
に
お
い
て
は
、

其
摩
尼
水
流

注
花
間

超

蓮
生

波
。
…
…
其

声
微
妙
演

説
苦
・
空
・

常
・
我

猶
如

流
泉
咽

石
而
韻

31
管
絃

と
、
宝
池
の
中
を
流
れ
る
摩
尼
水
の
音
を
、
管
絃
が
響
く
よ
う

で
あ
る
と
も
説
く
。
ま
た
、

正
修
観
記

は
浄
土
三
部
経
の
記
述
な
ど
を
基
に
、
観
ず
べ
き
極
楽
の
情
景
を
詳
細
に
述
べ
て
い
る
。
本

一
四
六

叡
山
浄
土
教
に
お
け
る
生
死
観
に
つ
い
て
（
桝
澤
正
志



書
で
は
、
十
六
観
で
は
説
か
れ
な
い
娑
婆
世
界
と
共
通
の
光
景
、
風
・
雲
・
音
楽
・
家
・
服
・
食
に
つ
い
て
詳
細
に
説
か
れ
て
い
る
。
例

え
ば
、
極
楽
の
音
楽
と
仏
の
関
係
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
説
い
て
い
る
。

七
宝
階
下
、
奏

簫
笛
琴

楽

三
尊
庭
前
、
調

琵
琶

銅
鉢
曲

…
…
一
越
調
拍
子
、
始

一
実
中
道
舞

盤
渉
調
調
子
、
詠

万
徳
空
仮
歌

大
平
楽
笛
声
、
彰

極
楽
浄
土
名
称

万
歳
楽
鼓
音
、
讃

無
量
寿
仏

32
功
徳

こ
こ
で
は
、
簫
笛
琴

・
琵
琶

銅
鉢
と
、

法
華
経

方

33
便
品
に
あ
る
仏
像
供
養
の
記
述
を
連
想
さ
せ
る
形
で
、
極
楽
浄
土
に
流

れ
る
音
楽
に
つ
い
て
説
く
。
そ
し
て
、
こ
こ
に
流
れ
る
音
楽
は
、
一
越
調
拍
子
・
盤
渉
調
調
子
・
大
平
楽
・
万
歳
楽
な
ど
、
当
時
宮
廷
で

演
奏
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
雅
楽
を
も
っ
て
表
現
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
単
に
美
し
い
と
い
う
抽
象
的
記
述
で
は
な
く
、
現
実
世
界
の

事
象
か
ら
具
体
的
に
極
楽
浄
土
を
観
想
で
き
る
よ
う
に
意
図
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

で
は
、極
楽
を
娑
婆
世
界
に
擬
え
て
観
ず
る
理
論
的
根
拠
は
ど
こ
に
あ
る
の
で
あ
ろ
う
。
静
照
は

極
楽
遊
意

で
、
此
之
観
法
有

事

有

理
。
経
雖

説

事
而
不

失

理
。
如

彼
樹
之
音
声
、
仏
之

34
慈
悲

と
、

観
経

は
国
土
・
仏
身
な
ど
事
観
を
説
く
と
同
時
に
理
を

も
観
ず
る
も
の
で
あ
る
と
す
る
。
宝
樹
か
ら
出
る
音
（
事
）
は
そ
の
ま
ま
仏
の
慈
悲
（
理
）
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
極
楽
浄
土
の
姿
を

想
う
時
、
そ
れ
は
同
時
に
阿
弥
陀
如
来
の
覚
り
そ
の
も
の
を
観
想
す
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
方
便
の
観
法
と
し
て
浅
近
の

事
象
に
寄
せ
て
極
楽
の
事
象
を
観
想
す
る
こ
と
は
、
理
と

離
す
る
も
の
で
は
な
い
と
す
る
。
ま
た
、
真
源
は

順
次
往
生
講
式

に
お

い
て
、

当
時
律
呂
調

音
、

静

散
心
於
一
境

来
世
絲
竹
翫

曲
、
遍
施

供
養
於
十
方

声
為

仏
事

簫
笛

、
自
順

法
音
方

便

楽
即
法
界
。
管
絃
歌
舞
何
隔

中
道

35
一
実

と
、
律
・
呂
の
調
べ
が
仏
事
を
な
す
と
説
き
、
そ
の
簫
笛

の
調
べ
は
法
音
の
方
便

に
順
じ
、
管
絃
歌
舞
は
中
道
一
実
と
隔
て
る
と
こ
ろ
が
な
い
と
す
る
。
こ
の

順
次
往
生
講
式

で
は
各
段
の
最
後
に
必
ず
音
曲
を
入
れ

る
。
こ
の
よ
う
に
設
え
る
こ
と
に
よ
り
、
法
会
の
場
に
い
る
者
は
現
世
に
い
な
が
ら
極
楽
浄
土
の
姿
を
具
体
的
に
思
い
描
き
、
音
楽
を
聴

一
四
七

叡
山
浄
土
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に
お
け
る
生
死
観
に
つ
い
て
（
桝
澤
正
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く
こ
と
で
仏
の
教
え
を
体
感
す
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、

順
次
往
生
講
式

で
は
、
念
仏
行
者
の
心
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
論
じ
て

い
る
。抑

欲

念
仏

者
、
須

知

自
心

諸
仏
如
来
是
法
界
身
。
入

一
切
衆
生
心
相
中

心
想

仏
時
是
心
是
仏

…
…
一
切
衆
生
一
念
中

本
来
具
足

三
身
方
便

我
心
月
輪
内
備

弥
陀
相
海

極
楽
依
正
、
不

出

自
心

迷
謂

内
外

悟
唯

36
一
心
。

こ
こ
で
は
、
観
心
門
で
説
か
れ
る

己
心
即
仏
、
己
心
即
浄
土

に
通
ず
る
思
想
が
見
ら
れ
る
。
事
観
と
理
観
が
全
く
別
の
も
の
と
し

て
説
か
れ
て
い
た
の
で
は
な
く
、
一
つ
の
文
脈
の
中
で
事
理
双
修
的
に
説
か
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

五

小

結

以
上
、
叡
山
浄
土
教
に
お
け
る
生
死
に
関
す
る
問
題
に
つ
い
て
若
干
の

察
を
試
み
た
。
臨
終
の
正
念
は
極
楽
往
生
の
絶
対
条
件
で
あ

る
。
と
こ
ろ
が
、
正
念
を
妨
げ
る
も
の
と
し
て
、
三
愛
と
い
う
具
体
的
な
貪
愛
の
問
題
が
初
期
の
叡
山
浄
土
教
で
見
い
だ
さ
れ
た
。
臨
終

の
正
念
を
遂
げ
る
た
め
に
は
、
臨
終
の
瞬
間
の
み
で
は
な
く
、
尋
常
か
ら
の
修
行
に
よ
り
心
を
調
え
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
尋
常
の
念

仏
に
よ
っ
て
三
愛
は
起
こ
ら
な
く
な
る
と
説
か
れ
る
。
そ
の
尋
常
の
念
仏
に
つ
い
て
見
て
み
る
と
、
日
常
の
中
に
み
ら
れ
る
素
晴
ら
し
い

出
来
事
な
ど
を
機
縁
に
欣
求
浄
土
の
想
い
を
高
め
る
こ
と
が
説
か
れ
た
。
特
に
観
想
行
に
つ
い
て
は
、
極
楽
浄
土
を
抽
象
的
に
捉
え
る
の

で
は
な
く
、
娑
婆
世
界
の
美
し
い
様
相
に
擬
え
て
、
よ
り
具
体
的
に
観
想
す
る
こ
と
が
方
便
と
し
て
説
か
れ
た
。
そ
し
て
、
娑
婆
世
界
の

事
象
を
通
し
て
極
楽
浄
土
を
観
想
す
る
こ
と
は
、
現
生
の
穢
相
の
中
に
あ
り
な
が
ら
、
同
時
に
死
後
の
生
を
も
観
る
こ
と
に
も
な
る
。
延

い
て
は
そ
う
し
た
観
想
の
修
法
が
法
会
の
場
に
導
入
さ
れ
、
欣
求
浄
土
の
想
い
を
高
め
る
役
割
を
果
た
し
て
い
く
よ
う
に
な
っ
た
と

え

一
四
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叡
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る
の
で
あ
る
。

註１

大
正
四
七
・
八
〇
頁
下
。

２

大
正
八
四
・
四
一
頁
上
。

３

大
正
四
七
・
一
三
頁
中
。

大
荘
厳
論

の
引
用
は
大
正
四
・
二
七
一
頁
下
。
ま
た
、
こ
の
引
用
文
は
、

観
心
略
要
集

大
文
十

問
答

料
簡

（
仏
全
三
一
・
一
八
二
頁
上
）
で
も
、
事
観
往
生
の
証
拠
と
し
て
引
用
さ
れ
て
い
る
。

４

大
正
八
四
・
六
九
頁
下
。

５

大
正
一
七
・
九
一
四
頁
上
。

６

仏
全
三
一
・
一
七
一
頁
上
。
こ
の
文
は

法
華
三
昧

（
大
正
四
六
・
九
五
三
頁
上
）
六
根
段
中
の
意
根
段
に
お
け
る
教
説
の
取
意
で
あ

る
。

法
華
三
昧

で
は
意
根
が
貪
瞋
癡
の
三
毒
を
起
こ
し
、
無
量
無
辺
の
不
善
の
報
を
生
み
、
そ
れ
故
、
生
死
の
根
本
と
な
る
と
説
か
れ

て
い
る
。

観
心
略
要
集

で
は
意
根
の
問
題
を
心
全
体
の
問
題
と
捉
え
直
し
て
い
る
と

え
ら
れ
る
。

７

仏
全
三
一
・
六
一
頁
下
〜
一
六
二
頁
上
。

８

大
正
八
四
・
七
〇
頁
下
。

９

大
正
二
五
・
二
三
八
頁
中
。

復
次
如

分
別
業
経
中

仏
告

阿
難

行

悪
人
好
処
生
、
行

善
人
悪
処
生
。
阿
難
言
、
是
事
云
何
。
仏

言
、
悪
人
今
世
罪
業
未

熟
、
宿
世
善
業
已
熟
。
以

是
因
縁

故
、
今
雖

為

悪
而
生

好
処

或
臨

死
時
善
心
・
心
数
法
生
。
是
因
縁
故

亦
生

好
処

行
善
人
生

悪
処

者
、
今
世
善
未

熟
、
過
世
悪
已
熟
。
以

是
因
縁

故
、
今
雖

為

善
而
生

悪
処

或
臨

死
時
不
善
心
・

心
数
法
生
。
是
因
縁
故
亦
生

悪
処

こ
こ
で
は
現
世
の
業
、
宿
世
の
業
の
已
熟
と
未
熟
が
問
題
と
な
る
。
現
世
の
善
業
が
未
熟
で
宿
世
の

悪
業
が
已
熟
な
ら
ば
悪
処
に
生
じ
、
現
世
の
悪
業
が
未
熟
で
宿
世
の
善
業
が
已
熟
な
ら
ば
善
処
に
生
ず
る
と
い
う
こ
と
が
説
か
れ
て
い
る
。

10

大
正
二
五
・
二
三
八
頁
中
。

11

佐
藤
哲
英

叡
山
浄
土
教
の
研
究

資
料
編
・
二
八
二
頁
。
原
文
に
は

智
度
論
云
、
生

善
作

終
臨
悪
念

便
悪
道
落
。
生
悪
作

終
臨
善
念

天
上
生

況
生

善
作
、
終
弥
善
念

人
、
疑

浄
土
詣

生

悪
作
終
弥
悪
念
人

疑
悪
道
堕

…
…
是
等
妻
子
・
財
宝

一
四
九

叡
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恨
人
愛

心

怨

心

惜
心

不

生

只
一
向
仏
念
奉

経
読

一
生
間
作

功
徳
念

他
念

死
人

必
浄
土
生

と
あ
る
。

12

尋
常
別
行
に
つ
い
て
は
大
正
八
四
・
六
七
頁
上
〜
六
九
頁
上
。
尋
常
念
相
に
つ
い
て
は
大
正
八
四
・
八
二
頁
上
〜
八
三
頁
上
に
尋
常
の
念

仏
に
つ
い
て
の
問
答
が
展
開
さ
れ
る
。

13

佐
藤
哲
英

叡
山
浄
土
教
の
研
究

資
料
編
・
一
六
九
頁
〜
一
七
〇
頁
。
こ
の
三
愛
が
後
の
浄
土
教
研
究
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
た
こ
と
は
、

神
居
文
彰

臨
終
に
お
け
る
三
愛
の
問
題

（
印
仏
四
一
｜
二
）
で
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

14

佐
藤
哲
英

叡
山
浄
土
教
の
研
究

資
料
編
・
一
〇
六
頁
。

15

大
正
八
四
・
七
〇
頁
中
下
。

16

大
正
八
四
・
八
七
七
頁
下
。

17

浄
全
一
五
・
三
一
九
頁
下
〜
三
二
〇
頁
下
。
こ
こ
で
は
三
愛
説
は

大
集
経

、

顕
揚
論

に
も
あ
る
と
さ
れ
る
が
、
詳
ら
か
で
は
な
い
。

18

大
正
五
四
・
三
〇
七
頁
上
。

19

続
蔵
一
｜
七
七
｜
四
。

20

大
正
三
四
・
七
五
七
頁
下
。

21

大
正
一
六
・
八
四
二
頁
下
〜
八
四
三
頁
上
。

22

大
正
三
〇
・
四
三
五
頁
中
。

23

分
別
縁
起
初
勝
法
門
経

、

伽
師
地
論

に
よ
れ
ば
、
貪
喜
倶
行
愛
は
現
在
所
有
す
る
資
財
な
ど
已
得
の
境
界
へ
の
愛
着
、
彼
彼
喜

楽
愛
は
未
だ
得
て
い
な
い
資
財
な
ど
未
得
の
境
界
へ
の
愛
着
と
さ
れ
る
。
註
（
21
）、（
22
）
参
照
。

24

大
正
四
三
・
七
五
九
頁
下
。
原
文
に
は
、

問
。
於

潤
生
位

中
有
生
殊

又
起

愛
縁

自
身
・
境

別

為

於

二
位

倶
起

二
愛

為

不

爾
耶
。
答
。
潤

中
有

起

自
体
愛

潤

生
有

起

境
界
愛

と
あ
る
。

25

佐
藤
哲
英

叡
山
浄
土
教
の
研
究

資
料
編
・
一
七
〇
頁
。

26

仏
全
三
一
・
一
七
〇
頁
下
。

27

恵
全
一
・
五
九
〇
頁
〜
五
九
一
頁
。

28

大
正
八
四
・
六
三
頁
上
。

29

佐
藤
哲
英

叡
山
浄
土
教
の
研
究

資
料
編
・
八
二
頁
。

一
五
〇

叡
山
浄
土
教
に
お
け
る
生
死
観
に
つ
い
て
（
桝
澤
正
志



30

大
正
一
二
・
三
四
二
頁
中
。

31

佐
藤
哲
英

叡
山
浄
土
教
の
研
究

資
料
編
・
八
六
頁
。

32

仏
全
二
四
・
三
一
〇
頁
下
。

33

大
正
九
・
九
頁
上
。

34

佐
藤
哲
英

叡
山
浄
土
教
の
研
究

資
料
編
・
一
〇
八
頁
。

35

佐
藤
哲
英

叡
山
浄
土
教
の
研
究

資
料
編
・
一
一
五
頁
。

36

佐
藤
哲
英

叡
山
浄
土
教
の
研
究

資
料
編
・
一
三
二
頁
。
こ
の
中

迷
謂

内
外

悟
唯
一
心

と
あ
る
の
は

止
観
輔
行
伝
弘
決

巻
五
之
二
（
大
正
四
六
・
二
八
九
頁
上
）
に
よ
る
。

一
五
一

叡
山
浄
土
教
に
お
け
る
生
死
観
に
つ
い
て
（
桝
澤
正
志




	完全版_部分143
	完全版_部分144
	完全版_部分145
	完全版_部分146
	完全版_部分147
	完全版_部分148
	完全版_部分149
	完全版_部分150
	完全版_部分151
	完全版_部分152
	完全版_部分153
	完全版_部分154
	完全版_部分155
	完全版_部分156
	完全版_部分157
	完全版_部分158

